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言 

 

一
、
本
書
は
、
豊
川
市
桜
ヶ
丘
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
所
蔵
の
資
料
『
見
習
工
員
日
誌
』
を
活
字
化
し
、
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
。 

二
、
本
編
の
編
集
に
つ
い
て
は
、
可
能
な
限
り
原
史
料
の
ま
ま
収
録
し
た
が
、
読
者
の
利
用
に
供
す
る
た
め
、
原
本
の
形
を
損
じ
な
い
程
度
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
扱
っ
た
。 

 
(

一)

史
料
表
記
に
つ
い
て
は
、
原
文
の
ま
ま
を
原
則
と
し
た
が
、
漢
字
は
差
支
え
な
い
程
度
に
常
用
漢
字
を
用
い
て
表
記
し
、
長
文
で
読
み
辛
い
も
の
に
は
原
文
の
体
裁
を
損
じ

な
い
よ
う
に
句
読
点
を
付
し
た
。 

 
(

二)

現
在
と
当
時
と
は
漢
字
の
使
用
法
、
言
葉
の
使
い
方
が
異
な
っ
て
い
る
箇
所
は
、
原
文
を
尊
重
し
そ
の
ま
ま
に
し
た
。 

 
(

三)

送
り
仮
名
、
旧
仮
名
遣
い
、
ひ
ら
が
な
、
カ
タ
カ
ナ
混
じ
り
の
文
は
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。
た
だ
し
、
変
体
仮
名
、
万
葉
仮
名
、
合
字
に
つ
い
て
は
読
み
や
す
く
変
更
し
た
。 

 
(

四)

破
損
或
い
は
判
読
で
き
な
い
場
合
は
、
字
数
の
わ
か
る
も
の
は
□
□
で
示
し
た
。 

 
(

五)

故
意
に
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
た
文
字
は
、
判
読
で
き
る
も
の
は
二
重
取
り
消
し
線
で
示
し
、
判
読
で
き
な
い
も
の
は
□
□
を
二
重
取
り
消
し
線
で
示
し
た
。 

 
(

六)

誤
り
と
思
わ
れ
る
文
字
に
つ
い
て
は
、
原
文
の
ま
ま
を
原
則
と
し
た
が
、 

 
 

(

ア)

明
ら
か
な
誤
り
で
あ
っ
て
も
そ
の
ま
ま
と
し
、
場
合
に
よ
り
右
傍
に(

マ
マ)

ま
た
は( 

)

に
正
字
を
付
し
た
。 

 
 

(

イ)

判
読
し
に
く
い
文
字
に
は
、
場
合
に
よ
り
右
傍
に( 

)
を
付
し
、
正
字
と
「
カ
」
を
付
し
た
。 

 
 

(

ウ)

脱
字
は
そ
の
ま
ま
と
し
、
場
合
に
よ
り
右
傍
に( 

)

を
付
し
字
句
を
補
っ
た
。 

 
  (

エ)

存
在
し
な
い
字
は
、
文
脈
か
ら
推
察
し
正
字
に
変
更
し
た
。 

 
(

七) 

改
行
は
、
原
文
の
ま
ま
を
原
則
と
し
た
。 

 

三
、
本
書
の
作
成
は
、
豊
川
海
軍
工
廠
語
り
継
ぎ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
板
野
梨
乃
、
伊
藤
健
一
、
井
上
隆
司
、
今
泉
友
美
、
上
田
求
、
内
田
雄
大
、
大
場
寛
子
、
小
野
勝
敏
、
及
部
晴

菜
、
神
谷
珠
枝
、
神
谷
佳
成
、
久
野
盛
繁
、
河
辺
正
子
、
菅
沼
由
貴
子
、
鈴
木
涼
平
、
内
藤
由
紀
、
長
坂
す
ぎ
子
、
中
村
洋
子
、
野
澤
優
、
林
茂
男
、
原
山
倫
弥
、
土
方
親
、
廣
田
幸

生
、
古
橋
正
一
、
宮
下
喜
夫
、
村
田
憲
昭
、
山
口
光
、
山
本
剛
、
及
び
豊
川
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
の
菅
沼
真
衣
が
実
施
し
た
。
ま
た
、「
は
じ
め
に
」
の
執
筆
は
菅
沼
真
衣
が

行
っ
た
。 
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は
じ
め
に 

 
豊
川
海
軍
工
廠 

  

豊
川

と
よ
か
わ

海
軍

か
い
ぐ
ん

工
廠

こ
う
し
ょ
う

は
、
昭
和
一
四
（
一
九
三
九
）
年
一
二
月
一
五
日
に
現
在
の
愛
知
県

豊
川
市
穂
ノ
原
地
区
に
開
庁
し
た
軍
需
工
場
で
、
横
須
賀
、
呉
、
舞
鶴
、
佐
世
保
、
広

海
軍
工
廠
に
続
く
六
番
目
の
海
軍
工
廠
と
し
て
建
設
さ
れ
た
。
先
の
工
廠
が
戦
艦
や
航

空
機
な
ど
と
い
っ
た
大
型
の
も
の
を
生
産
品
と
し
た
の
に
対
し
、
豊
川
で
は
機
銃
や
そ

の
弾
丸
な
ど
と
い
っ
た
比
較
的
小
型
の
も
の
を
主
な
生
産
品
と
し
た
た
め
、
運
輸
の
面

か
ら
も
必
ず
し
も
海
岸
に
面
し
て
立
地
し
て
い
る
必
要
は
な
く
、
豊
川
海
軍
工
廠
は
は

じ
め
て
の
内
陸
に
建
設
さ
れ
た
海
軍
工
廠
と
な
っ
た
。 

 

お
よ
そ
二
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及
ぶ
豊
川
海
軍
工
廠
の
敷
地
内
に
は
、
機
銃
部
、
火

工
部
、
光
学
部
、
指
揮
兵
器
部
、
器
材
部
、
総
務
部
、
会
計
部
、
医
務
部
な
ど
が
あ
り
、

最
盛
期
に
は
五
万
人
を
超
え
る
人
々
が
働
い
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
豊
川
海
軍
工

廠
に
は
中
部
地
方
を
中
心
に
全
国
か
ら
人
が
集
め
ら
れ
、
廠
外
に
は
こ
れ
ら
の
人
々
が

暮
ら
す
寄
宿
舎
や
工
廠
従
業
員
の
た
め
の
住
宅
が
建
て
ら
れ
た
。
さ
ら
に
鉄
道
や
道
路
、

電
気
、
水
道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
が
拡
充
さ
れ
、
海
軍
共
済
病
院
、
工
員
養
成
所
な
ど
も

整
備
さ
れ
て
い
っ
た
。
昭
和
一
八
（
一
九
四
三
）
年
に
は
工
廠
開
庁
を
期
に
結
び
つ
き

の
強
く
な
っ
た
豊
川
町
、
牛
久
保
町
、
国
府
町
、
八
幡
村
が
合
併
し
て
豊
川
市
が
誕
生

し
た
。
工
廠
の
発
展
と
と
も
に
市
域
の
人
口
は
年
々
増
加
し
、
の
ど
か
な
農
村
地
帯
は

次
第
に
軍
需
工
場
都
市
へ
と
変
容
し
て
い
っ
た
。 

 

し
か
し
、
全
国
で
ア
メ
リ
カ
軍
に
よ
る
本
土
空
襲
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
昭

和
二
〇
（
一
九
四
五
）
年
五
月
一
九
日
に
は
豊
川
海
軍
工
廠
も
指
揮
兵
器
部
周
辺
に
空

襲
が
あ
り
、
約
四
〇
人
の
犠
牲
者
を
出
し
た
。
同
年
八
月
七
日
に
は
午
前
一
〇
時
一
三

分
か
ら
三
九
分
ま
で
の
二
六
分
間
で
Ｂ
二
九
爆
撃
機
か
ら
三
二
五
六
発
も
の
五
〇
〇

ポ
ン
ド
爆
弾
が
投
下
さ
れ
、
豊
川
海
軍
工
廠
は
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
。
こ
の
空
襲

に
よ
る
犠
牲
者
は
二
五
〇
〇
人
以
上
に
も
及
び
、
終
戦
後
、
犠
牲
者
の
供
養
の
た
め
に

各
地
に
供
養
塔
や
慰
霊
碑
な
ど
が
建
て
ら
れ
た
。
そ
し
て
豊
川
海
軍
工
廠
で
の
出
来
事

は
、
体
験
者
ら
の
語
り
継
ぎ
や
手
記
な
ど
に
よ
り
後
世
に
伝
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

 

 

豊
川
海
軍
工
廠
工
員
養
成
所
と
養
成
工
員 

  

豊
川
海
軍
工
廠
の
工
員
養
成
所
は
、
中
堅
幹
部
工
員
の
養
成
を
目
的
と
し
て
昭
和
一

五
（
一
九
四
〇
）
年
四
月
に
開
設
さ
れ
た
。
開
設
当
初
は
校
舎
や
寄
宿
舎
な
ど
の
整
備

が
間
に
合
わ
ず
、
現
在
の
豊
川
郵
便
局
の
東
側
付
近
の
仮
設
建
物
が
使
用
さ
れ
た
が
、

昭
和
一
六
年
に
工
廠
正
門
の
付
近
に
講
堂
・
実
習
場
・
寄
宿
舎
な
ど
を
備
え
た
新
校
舎

が
竣
工
し
た
。
昭
和
一
八
年
に
は
こ
の
工
員
養
成
所
が
手
狭
と
な
っ
た
た
め
、
現
在
の

県
立
豊
川
工
業
高
校
付
近
に
新
築
移
転
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
全
面
移
転
す
る
だ
け

 

３ 



 

の
設
備
が
整
わ
な
か
っ
た
た
め
、
新
養
成
所
を
第
二
養
成
所
と
し
、
従
来
の
養
成
所
は

第
一
養
成
所
と
な
っ
た
。
昭
和
一
九
（
一
九
四
四
）
年
に
第
一
養
成
所
は
動
員
学
徒
事

務
室
に
転
用
さ
れ
、
教
室
は
学
徒
の
補
習
授
業
に
使
用
さ
れ
た
。
実
習
場
は
機
材
部
の

第
四
工
具
工
場
と
な
り
、
工
員
養
成
所
の
機
能
は
第
二
養
成
所
に
統
合
さ
れ
た
。 

 

工
員
養
成
所
に
は
、
見
習
課
、
補
習
科
、
選
科
、
青
年
科
が
あ
り
、
各
科
工
員
は
総

称
し
て
養
成
工
員
と
呼
ば
れ
た
。
官
費
で
中
等
教
育
が
受
け
ら
れ
、
さ
ら
に
見
習
科
・

補
習
科
を
修
了
す
れ
ば
工
員
と
し
て
最
上
限
の
技
手

ぎ

て

を
目
指
す
技
手
養
成
所
の
コ
ー

ス
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
開
設
当
初
の
工
員
養
成
所
は
魅
力
的
な
進
学
先
で
あ
っ
た
。

し
か
し
戦
局
の
悪
化
に
伴
い
、
見
習
工
員
の
募
集
枠
は
年
々
増
大
し
、
見
習
科
の
修
業

年
限
も
二
年
か
ら
一
年
六
ヶ
月
、
一
年
と
短
縮
さ
れ
て
い
っ
た
。 

工
員
養
成
所
に
入
所
し
て
は
じ
め
て
属
す
見
習
科
は
、
将
来
海
軍
工
員
の
中
堅
た
る

べ
き
見
習
工
員
の
心
身
を
鍛
錬
し
、
特
性
を
涵
養

か
ん
よ
う

す
る
と
と
も
に
、
業
務
遂
行
上
必
須

の
知
識
・
技
能
の
素
地
を
授
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
。
高
等
小
学
校
を
卒
業
ま

た
は
同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
一
四
歳
以
上
一
七
歳
以
下
の
者
で
、
将
来
工
作
科
予
備

補
習
生
に
適
す
る
性
能
を
有
し
、
か
つ
見
習
期
間
及
び
成
業
後
三
年
間
解
傭

か
い
よ
う

を
出
願
し

な
い
こ
と
を
誓
約
す
る
者
の
中
か
ら
選
抜
さ
れ
た
。
修
業
年
限
は
二
年
間
（
後
に
戦
局

の
悪
化
に
よ
り
短
縮
）
で
、
第
一
学
年
と
第
二
学
年
に
分
け
ら
れ
た
。
工
員
養
成
所
附

属
寄
宿
舎
で
生
活
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
が
、
第
二
学
年
で
は
所
長
の
許
可
を
受
け

れ
ば
自
宅
か
ら
通
う
こ
と
も
出
来
た
。
見
習
科
の
教
育
は
大
別
す
る
と
、
修
身
・
公
民
・

教
練
・
武
技
な
ど
の
精
神
教
育
、
国
語
・
地
理
・
国
史
・
数
学
・
理
科
・
英
語
・
国
学

な
ど
の
学
術
教
育
、
実
習
場
に
お
け
る
実
地
作
業
な
ど
の
実
業
教
育
か
ら
な
り
、
授
業

は
旧
制
中
学
と
同
程
度
の
高
度
な
内
容
で
あ
っ
た
。 

 

工
員
養
成
所
で
の
生
活 

 

工
員
養
成
所
で
の
生
活
は
、
海
軍
式
の
大
変
厳
し
い
規
律
の
中
で
の
生
活
で
あ
っ
た
。

工
員
養
成
所
に
お
け
る
見
習
工
員
ら
の
一
日
は
、
基
本
的
に
午
前
五
時
三
〇
分
の
総
員

起
し
に
始
ま
り
、
朝
食
や
掃
除
な
ど
を
済
ま
せ
た
後
、
隊
列
を
組
ん
で
工
廠
に
向
か
っ

た
。
朝
礼
後
、
授
業
や
実
習
を
行
い
、
午
後
四
時
三
〇
分
に
帰
舎
、
夕
食
と
入
浴
を
済

ま
せ
、
六
時
三
〇
分
か
ら
は
温
習

お
ん
し
ゅ
う

（
就
寝
前
の
自
学
時
間
）
を
し
、
九
時
三
〇
分
に
巡

検
、
消
灯
で
あ
る
。
不
寝
番
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。
行
動
は
連
帯
責

任
で
、
少
し
で
も
遅
れ
た
り
間
違
え
た
り
す
る
と
厳
し
い
罰

ば
っ

直
ち
ょ
く

が
あ
っ
た
。
元
見
習
工

員
第
五
期
生
の
今
泉
俊
昭
氏
が
持
つ

豊
川
海
軍
工
廠
工
員
養
成
所
の
『
生

徒
常
訓
』（
現
豊
川
市
桜
ヶ
丘
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
所
蔵
）
に
は｢

生
徒
心
得｣

と

し
て
、｢

一
、
礼
儀 

二
、
服
装
容
儀 

三
、
出
勤
及
退
所 

四
、
朝
礼 

五
、

授
業 

六
、
級
長
副
級
長 

七
、
言

語 
八
、
動
作 

九
、
規
律 

一
〇
、

官
品
ノ
尊
重
ト
物
資
ノ
節
約 

一

一
、
機
械
器
具
ノ
愛
護 

一
二
、
災

害
防
止 

一
三
、責
任
観
念 

一
四
、

生徒常訓（豊川市桜ヶ丘ミュージアム所蔵） 

 

４ 



 

機
密
保
持 

一
五
、
保
健
衛
生 

一
六
、
公
徳｣

が
計
一
九
頁
に
わ
た
り
、
主
に
見
習
工

員
た
る
べ
き
振
る
舞
い
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。 

 
森
田
和
夫
氏
の
『
見
習
工
員
日
誌
』 

 

『
見
習
工
員
日
誌
』
は
、
見
習
工
員
が
毎
日
一
頁
ず
つ
記
し
て
い
た
日
誌
帳
で
あ
る
。

日
誌
は
半
期
で
一
冊
書
き
終
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
月
日
、
天
気
、
本
文
の
ほ
か
、

本
日
の
実
習
、
本
日
の
善
行
・
反
省
や
、
通
信
の
や
り
取
り
、
歳
入
出
な
ど
を
記
入
で

き
る
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。
日
誌
は
温
習
の
時
間
に
書
く
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う

で
あ
る
（
元
見
習
工
員
第
五
期
生
大
石
辰
己
氏
、
同
第
六
期
生
森
田
和
夫
氏
談
、
平
成

三
一
年
）。 

森
田
和
夫
氏
は
昭
和
六
年
二
月
二
六
日
生
ま
れ
の
新
城
市
出
身
で
、
現
在
も
新
城
市

に
お
住
ま
い
で
あ
る
。
は
じ
め
学
徒
と
し
て
工
廠
に
通
い
、
昭
和
二
〇
年
に
見
習
工
員

第
六
期
生
と
し
て
工
員
養
成
所
に
入
所
し
た
。
し
か
し
、
同
年
八
月
七
日
に
豊
川
海
軍

工
廠
が
ア
メ
リ
カ
軍
に
よ
る
空
襲
で
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
、
そ
の
八
日
後
に
日
本
が

無
条
件
降
伏
し
終
戦
を
迎
え
た
こ
と
か
ら
、
森
田
氏
ら
第
六
期
生
の
工
員
生
活
は
約
五

ヶ
月
で
終
わ
り
を
告
げ
、
彼
ら
の
世
代
が
最
後
の
豊
川
海
軍
工
廠
工
員
養
成
所
見
習
科

卒
業
生
と
な
っ
た
。 

森
田
氏
の
見
習
工
員
日
誌
は
二
冊
か
ら
な
る
。
一
冊
目
は
、
艦
船
と
日
章
旗
の
イ
ラ

ス
ト
が
施
さ
れ
た
表
紙
に｢

日
記
帳｣

と
手
書
き
さ
れ
た
ノ
ー
ト
で
あ
る
。
罫
線
が
な
い

白
紙
の
頁
に
、
昭
和
二
〇
年
三
月
二
九
日
か
ら
五
月
一
六
日
ま
で
毎
日
記
し
て
い
る
。

二
冊
目
は
、
一
般
的
な
見
習
工
員
日
誌
の
様
式
の
も
の
で
一
日
一
頁
で
記
す
よ
う
に
な

っ
て
お
り
、
昭
和
二
〇
年
五
月
一
六
日
か
ら
八
月
一
六
日
ま
で
毎
日
記
し
て
い
る
。
五

月
一
六
日
は
工
廠
で
の
実
習
が
始
ま
っ
た
日
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
機
に
森
田
氏
は
二

冊
目
の
新
し
い
日
誌
帳
に
切
り
替
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
森
田
氏
の
日
誌
は
基
本
的

に
は
鉛
筆
書
き
で
、
時
折
ペ
ン
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
、
そ
の
日
の
出
来
事
や

授
業
、
実
習
の
内
容
、
指
導
事
項
、
食
事
の
内
容
な
ど
で
、
比
較
的
思
っ
た
こ
と
は
素

直
に
記
し
て
い
る
印
象
を
受
け
る
。
主
事
先
生
ら
に
よ
る
日
誌
の
点
検
は
ほ
と
ん
ど
行

わ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
森
田
氏
談
、
平
成
三
一
年
）
が
、
頁
に
よ

っ
て
は
確
認
印
が
押
印
さ
れ
て
い
る
（
六
月
二
七
日
）
の
で
、
皆
無
と
い
う
わ
け
で
は

な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。 

 

森
田
和
夫
氏
の
見
習
工
員
日
誌
に
記
さ
れ
た
豊
川
海
軍
工
廠 

 

こ
こ
か
ら
は
、
お
よ
そ
一
四
〇
日
に
わ
た
る
森
田
氏
の
日
誌
の
中
か
ら
一
部
を
紹
介

し
て
い
く
。 

養
成
所
で
は
海
軍
式
の
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
た
た
め
、
艦
船
に
見
立
て
て
廊
下
を

甲
板

か
ん
ぱ
ん

と
称
す
る
な
ど
、
日
誌
に
は
特
殊
な
言
い
回
し
が
見
ら
れ
る
。
日
常
的
に
厳
し
い

罰
直
も
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
、
四
月
一
九
日
に
は
受
け
た
罰
直
の
詳
細
や
、
罰
直
を

受
け
て
い
る
こ
と
が
（
情
け
な
く
）
両
親
兄
弟
に
す
ま
な
い
と
思
っ
た
こ
と
、
六
月
八

日
と
七
月
一
四
日
に
は｢

底
（
マ
マ
）

空
飛
行｣

な
る
罰
直
が
行
わ
れ
た
こ
と
な
ど
を
記
し
て

い
る
。 

養
成
所
生
活
の
楽
し
み
は
、
た
ま
に
あ
る
外
出
や
親
族
と
の
面
会
、
手
紙
の
や
り
取

り
、
食
事
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
手
紙
に
は
検
閲
が
あ
り
、
工
廠
で
の
出
来
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事
は
書
く
こ
と
が
許
さ
れ
な
っ
た
そ
う
で
（
大
石
氏
談
、
平
成
三
一
年
）、
日
誌
で
も
主

事
先
生
か
ら｢

手
紙
な
ど
に
防
諜
関
係
の
こ
と
を
書
く
な｣

と
訓
示
が
あ
っ
た
こ
と
（
六

月
一
五
日
）
を
記
し
て
い
る
。『
生
徒
常
訓
』
の｢

生
徒
心
得 

一
四
、
機
密
保
持｣

の
項

で
は
、｢
一
、
機
密
保
持
は
国
民
ノ
重
大
ナ
ル
義
務
ナ
リ 

二
、
廠
内
デ
見
聞
シ
タ
ル
コ

ト
、
自
己
ノ
仕
事
ニ
関
シ
テ
ハ
絶
対
ニ
廠
外
ニ
於
テ
語
ル
ベ
カ
ラ
ズ 

三
、
親
兄
弟
ノ

間
ニ
テ
モ
公
事
ハ
一
切
漏
ス
ベ
カ
ラ
ズ 

四
、
公
務
ノ
自
慢
ハ
秘
密
ヲ
漏
ス
基
ナ
リ 

五
、
見
知
ラ
ヌ
人
ヨ
リ
巧
ミ
ニ
話
ヲ
引
出
サ
ル
ル
コ
ト
ア
リ
、
乗
ゼ
ラ
レ
ヌ
様
注
意
ス

ベ
シ｣

と
細
か
く
注
意
が
あ
る
。 

当
時
の
時
事
的
な
出
来
事
に
つ
い
て
は
、
四
月
一
三
日
の
頁
に
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
死
、

五
月
二
日
に
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
の
暗
殺
、
三
日
に
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
の
戦
死
な
ど
を
、
事
象
が

発
生
し
て
か
ら
数
日
の
間
で
記
し
て
い
る

（
１
）

。
平
成
三
一
年
二
月
二
〇
日
に
妙
厳
寺
西

に
位
置
す
る
供
養
塔
の
清
掃
に
訪
れ
て
い
た
八
七
会
（
豊
川
海
軍
工
廠
生
存
者
の
会
）

の
会
員
ら
に
当
時
の
こ
と
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
豊
川
海
軍
工
廠
で
は
廠
内
放
送
で
ニ
ュ

ー
ス
を
流
し
て
お
り
、
こ
の
放
送
で
時
事
的
な
出
来
事
は
知
る
こ
と
が
出
来
た
ほ
か
、

養
成
工
員
ら
は
先
生
な
ど
か
ら
の
話
で
知
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
豊
川
海
軍
工
廠

空
襲
後
の
八
月
一
〇
日
に
は
日
本
と
ソ
連
が
戦
闘
状
態
に
入
っ
た
こ
と
、
一
一
日
に
は

広
島
に｢

新
し
い
し
ょ
う
い
弾｣

が
は
じ
め
て
落
と
さ
れ
た
こ
と
、
一
四
日
に
は｢

原
子

爆
弾｣

が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
注
意
す
る
よ
う
知
ら
さ
れ
た
こ
と
を
記
し

て
い
る
。 

ま
た
、
日
誌
に
は
た
び
た
び
警
戒
警
報
や
空
襲
警
報

（
２
）

が
発
令
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
る
。
森
田
氏
の
日
誌
で
は
じ
め
て
警
戒
警
報
の
記
述
が
あ
る
の
は
四
月
四
日
の

頁
で
、
空
襲
警
報
は
三
月
三
一
日
の
頁
で
あ
る
。
日
誌
中
で
警
戒
警
報
ま
た
は
空
襲
警

報
の
記
述
が
あ
る
日
は
延
べ
五
二
日
で
、
そ
の
日
の
う
ち
に
複
数
回
あ
っ
た
日
も
あ
る
。

日
誌
に
は
こ
れ
ら
の
警
報
に
つ
い
て｢

豊
川
付
近
へ
こ
な
く
て
良
か
っ
た｣

（
六
月
二
五

日
空
襲
報
）、
沖
縄
戦
の
様
子
を
ふ
ま
え
主
事
先
生
か
ら
こ
れ
か
ら
空
襲
が
多
々
あ
る

か
ら
そ
の
つ
も
り
で
や
れ
と
話
が
あ
っ
た
こ
と
（
六
月
二
八
日
空
襲
警
報
）、｢

Ｐ
51

廠
上
空
を
通
過
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
っ
た
の
で
総
員
退
避｣

（
七
月
一
九
日
空
襲
）

な
ど
と
記
し
て
い
る
。
七
月
二
四
日
に
は
朝
か
ら
空
襲
警
報
が
何
度
も
あ
り
、
頻
発
さ

れ
る
警
報
に
森
田
氏
は｢

二
十
四
時
間
制
爆
撃
の
様
だ｣

と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記

述
か
ら
、
警
報
の
発
令
は
日
常
的
に
な
っ
て
お
り

（
３
）

、
こ
れ
が
工
廠
従
事
者
の
空
襲
に
対

す
る
危
機
感
を
低
下
さ
せ
て
い
た
可
能
性
が
推
察
さ
れ
る
。
日
誌
に
よ
れ
ば
実
際
に
空

襲
が
あ
っ
た
五
月
一
九
日
と
八
月
七
日
に
つ
い
て
も
、
空
襲
警
報
の
後
す
ぐ
に
総
員
退

避
に
は
な
ら
ず
、
食
事
や
次
の
授
業
に
取
り
掛
か
ろ
う
と
し
て
い
る

（
４
）

。
他
の
日
も
、
空

襲
警
報
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
事
務
室
か
ら
食
事
が
済
み
次
第
退
避
せ
よ
と
の

放
送
が
あ
っ
た
り
（
八
月
二
日
）、
森
田
氏
も
退
避
先
の
壕
で
居
眠
り
を
し
た
り
し
て
い

る
。 ア

メ
リ
カ
軍
機
を
目
撃
し
た
と
い
う
記
述
も
あ
る
。
四
月
七
日
に
初
め
て
敵
機
を
目

撃
し
た
と
い
う
記
述
が
あ
り
、
七
月
一
五
日
に
は
、
警
戒
警
報
空
襲
警
報
の
後
、
ア
メ

リ
カ
軍
機
Ｐ
五
一
が
宇
治
山
田
付
近
を
北
上
中
に
総
員
退
避
の
情
報
が
あ
り
、
機
銃
砲

台
員
が
配
置
に
つ
い
た
が
そ
の
中
に
Ｐ
五
一
の
爆
音
が
聞
こ
え
、
そ
の
う
ち
一
機
が
森

田
氏
の
寄
宿
舎
上
空
を
低
空
で
襲
っ
た
と
記
し
て
い
る
。
七
月
二
〇
日
に
は
「
Ｐ
五
一

当
工
廠
を
お
そ
う
」、
七
月
三
〇
日
に
は
Ｐ
三
一

（
マ
マ
）

が
工
廠
を
襲
い
森
田
氏
は
あ
わ
て
て
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伏
せ
る
も
、
も
う
だ
め
だ
と
思
っ
た
、
敵
機
の
急
降
下
す
ご
い
、
と
記
し
て
い
る
。 

敵
機
の
攻
撃
に
対
す
る
備
え
に
つ
い
て
は
、
爆
風
除
け
の
土
を
整
理
（
四
月
四
日
）、

防
空
訓
練
（
四
月
二
一
日
）、
防
火
訓
練
（
四
月
二
二
日
、
五
月
八
日
、
二
六
日
、
七
月

一
八
日
）、
退
避
訓
練
（
四
月
二
八
日
）、
夜
間
防
空
訓
練
（
六
月
八
日
）、
防
空
壕
づ
く

り
（
五
月
二
一
日
、
二
四
日
、
二
八
日
、
七
月
一
六
日
、
八
月
二
日
）、
当
直
副
舎
監
か

ら
空
襲
の
時
に
急
い
で
外
に
出
る
た
め
に
窓
の
方
に
机
を
置
か
な
い
よ
う
に
指
示
さ

れ
る
（
六
月
四
日
）、
私
物
を
い
つ
で
も
持
ち
出
せ
る
よ
う
に
用
意
す
る
（
六
月
二
一
日
）、

教
官
か
ら
の
空
襲
に
お
け
る
注
意
（
六
月
二
二
日
）、
な
ど
の
記
述
が
あ
る
。 

現
在
確
認
で
き
る
豊
川
海
軍
工
廠
が
受
け
た
初
め
て
の
空
襲
は
昭
和
二
〇
年
五
月

一
九
日
の
空
襲
で
あ
る
と
い
わ
れ
、
こ
の
空
襲
で
は
約
四
〇
人
が
犠
牲
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
日
の
日
誌
に
は｢

四
時
間
の
始
に
警
戒
警
報
が
出
、
終
り
頃
に
空
襲
に
な
り
、
食
事

を
し
よ
う
と
し
た
ら
総
員
退
避
に
な
り
、
壕
の
中
に
入
っ
て
い
た
ら
も
の
す
ご
い
爆
だ

ん
の
音
が
す
る
。｣

と
記
述
が
あ
る
。
こ
の
空
襲
を
受
け
て
、
五
月
二
四
日
に
は
主
事
先

生
よ
り
今
後
空
襲
が
あ
っ
た
際
の
注
意
事
項
が
伝
え
ら
れ
、
五
月
二
五
日
に
は
爆
弾
が

落
ち
た
銃
架
の
組
立
工
場
の
前
を
通
り｢

非
常
に
あ
は
れ
な
も
の｣

で
あ
っ
た
こ
と
を

記
し
て
い
る
。
一
方
で
、
こ
の
五
月
一
九
日
よ
り
前
の
四
月
二
二
日
に｢

朝
か
ら
昼
ま
で

警
報
が
入
っ
た
り
解
除
に
な
っ
た
り
、
空
襲
に
な
り
ま
し
た｣

、
五
月
一
四
日
に
は｢
食

事
の
時
警
戒
報
が
入
り
、
朝
礼
後
授
業
を
せ
よ
う
と
思
ふ
と
空
襲
に
な
り
、
養
成
所
西

方
に
点
々
と
し
て
Ｂ
の
や
ら
う
が
ご
ざ
っ
た｣

と
い
う
記
述
が
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら

の｢

空
襲｣

に
つ
い
て
は
、
そ
の
書
き
ぶ
り
や
文
章
の
前
後
関
係
か
ら
空
襲
そ
の
も
の
で

は
な
く
、
空
襲
警
報
の
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
日
誌
は
所
々
省
略
し
な
が
ら
記

さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
解
釈
に
つ
い
て
は
注
意
し
た
い
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
場
合
、
公

の
記
録
に
残
っ
て
い
な
い
空
襲
や
機
銃
掃
射
な
ど
に
よ
る
攻
撃
が
あ
っ
た
可
能
性
も

十
分
あ
る
の
で
、
日
誌
内
の｢

空
襲｣

と
い
う
記
述
に
つ
い
て
は
個
別
に
検
討
す
べ
き
で

あ
ろ
う
。 

 

豊
川
海
軍
工
廠
が
壊
滅
状
態
に
陥
り
、
二
五
〇
〇
人
以
上
も
の
犠
牲
を
出
し
た
空
襲

は
昭
和
二
〇
年
八
月
七
日
の
午
前
一
〇
時
一
三
分
か
ら
三
九
分
の
間
に
起
き
た
。
こ
の

日
の
日
誌
も
、
ほ
か
の
日
と
同
様
の
書
き
ぶ
り
で
は
じ
ま
る
が
、
後
半
か
ら
は
空
襲
に

か
か
る
記
述
が
あ
る
。
日
誌
に
よ
れ
ば
、
空
襲
警
報
が
出
た
の
は
修
公
の
授
業
中
で
、

見
習
工
員
総
員
退
避
と
な
っ
た
の
は
こ
れ
が
終
わ
り
武
道
の
授
業
に
か
か
ろ
う
と
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
し
て
森
田
氏
は
寄
宿
舎
正
門
の
と
こ
ろ
ま
で
来
た
と
こ
ろ
で
Ｂ

二
九
が
白
煙
を
は
い
て
い
る
の
を
目
撃
し
、
壕
の
そ
ば
で
ひ
ゅ
ー
と
い
う
音
を
聞
い
て

あ
わ
て
て
壕
に
入
り
、
そ
の
後
は
壕
の
中
で｢

爆
弾
投
下
、
づ
し
ん
、
又
敵
機
ひ
ゅ
ー
。｣

が
繰
り
返
さ
れ
る
の
を
体
験
し
て
い
る
。
森
田
氏
は
そ
の
日
の
昼
前
に
は
戸
板
で
重
傷

者
を
運
び
、
昼
食
後
は
正
門
付
近
の
死
体
運
び
に
従
事
し
た
よ
う
で
あ
る
。
森
田
氏
が

暮
ら
す
寄
宿
舎
は
収
容
所
と
な
っ
た
た
め
、
こ
の
日
は
養
成
所
の
教
室
を
掃
除
し
て
寝

て
い
る
。
空
襲
翌
日
の
八
日
も
こ
れ
ま
で
と
同
様
午
前
五
時
三
〇
分
の｢

総
員
起
し｣

に

は
じ
ま
り
、
人
員
調
べ
と
朝
礼
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
日
は
空
襲
翌
日
と
い
う
こ
と

で
面
会
人
が
大
勢
き
て
お
り
、
森
田
氏
の
親
族
も
工
廠
に
駆
け
つ
け
て
い
る
。
ま
た
作

業
で
は
同
期
生
の
死
体
運
び
も
行
っ
て
い
る
。
空
襲
翌
々
日
の
九
日
に
は
収
容
所
と
な

っ
て
い
た
寄
宿
舎
が
空
い
て
森
田
氏
の
生
活
の
場
は
寄
宿
舎
に
戻
り
、
一
〇
日
に
は
戦

死
者
・
行
方
不
明
者
の
名
を
書
く
作
業
を
し
て
い
る
。
一
三
日
、
第
六
期
見
習
工
員
ら
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の
卒
業
式
が
一
五
日
に
決
ま
っ
た
こ
と
が
知
ら
さ
れ
、
さ
ら
に
同
期
生
が
空
襲
で
亡
く

な
っ
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
、
見
習
科
卒
業
の
日
付
は
空
襲
前
日
の
八
月
六
日
と
な
っ

た
こ
と
、
ま
た
卒
業
後
は
各
部
へ
配
属
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
一

五
日
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
総
員
起
し
後
食
事
を
し
、
卒
業
式
を
済
ま
せ
、
昼
か
ら
夕

方
ま
で
電
気
工
場
で
仕
事
を
し
て
い
る
。
こ
の
日
、
日
本
が
無
条
件
降
伏
し
た
こ
と
に

つ
い
て
は
誰
か
に
聞
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
一
六
日
に
朝
礼
で
改
め
て
主
事
先
生
よ
り

｢

無
じ
ょ
う
け
ん
こ
う
ふ
く
の
じ
ょ
う
た
い｣

に
入
っ
た
こ
と
が
告
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ

こ
ま
で
の
八
月
七
日
の
空
襲
か
ら
一
五
日
の
見
習
科
卒
業
式
及
び
日
本
の
無
条
件
降

伏
ま
で
の
記
述
か
ら
、
空
襲
後
、
見
習
工
員
ら
に
対
し
て
授
業
や
実
習
が
行
わ
れ
る
こ

と
は
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
死
体
や
収
容
所
の
整
理
と
片
付
け
作
業
に
従
事
し
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
状

況
下
で
も
、
日
誌
は
総
員
起
し
や
人

員
調
べ
、
朝
礼
の
い
ず
れ
か
の
記
述

で
は
じ
ま
る
こ
と
か
ら
、
授
業
や
実

習
が
空
襲
後
の
整
理
作
業
に
代
わ

っ
た
他
に
は
養
成
工
員
と
し
て
の

生
活
パ
タ
ー
ン
は
変
わ
ら
ず
、
指
揮

系
統
も
あ
る
程
度
機
能
し
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。
卒
業
後
の
配
属
に

つ
い
て
話
が
あ
っ
た
り
、
一
四
日
に

至
っ
て
も
警
報
が
あ
る
な
ど
、
日
誌

を
読
ん
で
い
る
と
終
戦
を
想
起
さ
せ
る
ど
こ
ろ
か
、
こ
の
ま
ま
工
廠
が
復
興
し
、
ま
た

工
廠
で
過
ご
す
日
々
が
続
く
か
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。 

森
田
氏
の
日
誌
は
、
八
月
一
六
日
で
記
述
が
終
わ
っ
て
い
る
が
、
卒
業
式
翌
日
で
あ

る
こ
の
日
も
森
田
氏
は
工
廠
に
残
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
日
誌
の
最
後
の
一
文
は
、

（
自
分
は
）
昼
か
ら
の
作
業
員
で
あ
る
が
昼
か
ら
も
出
ず
ず
っ
と
部
屋
に
い
て｢

退
屈

だ
っ
た
の
で
、
荒
木
か
ら
海
軍
志
願
兵
の
試
験
問
題
集
を
か
り
て
う
つ
す｣

で
あ
る
。 

 

以
上
、
森
田
氏
の
日
誌
を
一
部
考
察
を
交
え
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
他
に
も
、

授
業
の
内
容
や
日
常
の
出
来
事
、
食
事
や
配
給
品
、
豊
橋
空
襲
の
様
子
（
六
月
二
〇
日
、

二
一
日
、
二
五
日
）、
岡
崎
空
襲
の
様
子
（
七
月
二
〇
日
、
二
六
日
）、
赤
痢
で
寮
が
隔

離
に
な
っ
た
こ
と
（
七
月
二
五
日
～
二
九
日
）
な
ど
、
様
々
な
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る

の
で
是
非
一
通
り
目
を
通
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

最
後
に
、
森
田
氏
の
日
誌
は
当
時
の
工
廠
の
様
子
を
よ
く
記
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
を
記
し
た
森
田
氏
は
、
当
時
一
四
歳
の
少
年
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
親
元
を
離
れ
て
工
廠
で
海
軍
式
の
厳
し
い
生
活
を
強
い
ら
れ
、
家
族
や
友

人
の
面
会
や
手
紙
を
楽
し
み
に
時
に
家
族
の
写
真
を
み
て
心
を
励
ま
し
（
四
月
五
日
）、

時
に｢

僕
も
母
の
手
紙
が
ほ
し
い
。｣

（
四
月
九
日
）
と
弱
気
に
な
り
な
が
ら
も
毎
日
前

向
き
に
励
む
様
子
は
胸
に
迫
る
も
の
が
あ
る
。
こ
の
一
四
歳
の
少
年
が
体
験
し
、
日
々

記
し
た
日
誌
を
通
し
て
日
常
に
戦
争
が
あ
っ
た
時
代
を
知
る
こ
と
で
、
過
去
の
歴
史
を

振
り
返
り
、
戦
争
が
な
い
平
和
な
世
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
し
て
い
た
だ
け
た
ら

幸
い
で
あ
る
。 
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（
１
）
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
が
実
際
に
亡
く
な
っ
た
の
は
昭
和
二
〇
年
四
月
一
二
日
（
日

誌
は
一
三
日
に
記
述
有
）、
イ
タ
リ
ア
の
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
が
亡
く
な
っ
た
の
は

同
年
四
月
二
八
日
（
日
誌
は
五
月
二
日
に
記
載
有
）、
ド
イ
ツ
の
ヒ
ト
ラ
ー
が
亡

く
な
っ
た
の
は
四
月
三
〇
日
（
日
誌
は
五
月
三
日
に
記
載
有
）
で
あ
る
。 

（
２
）
日
誌
中
の
警
報
に
つ
い
て
は
、
警
戒
警
報
、
警
戒
報
、
警
戒
、
空
襲
警
報
、

空
襲
報
、
空
襲
、
警
報
、
と
記
述
が
あ
り
、
書
き
方
に
統
一
性
は
な
い
。 

（
３
）
月
別
の
警
戒
警
報
及
び
空
襲
警
報
の
発
令
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る 

 
 

日
は
、
三
月
二
九
日
か
ら
三
一
日
が
一
日
、
四
月
が
七
日
、
五
月
が
五
日
、
六 

 

月
が
一
五
日
、
七
月
が
一
九
日
、
八
月
一
日
か
ら
十
六
日
が
五
回
で
あ
る
。
た 

だ
し
、
夜
間
に
発
令
さ
れ
た
警
報
に
つ
い
て
は
翌
日
に
も
改
め
て
記
し
て
い
る 

こ
と
が
あ
り
、
重
複
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
実
際
に
あ
っ
た
警
報 

す
べ
て
を
日
誌
に
記
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
点 

に
つ
い
て
も
注
意
し
た
い
。 

（
４
）
退
避
命
令
に
は
段
階
が
あ
り
（
学
徒
や
女
子
挺
身
隊
は
早
く
退
避
命
令
が
出 

 

て
、
工
員
は
そ
の
後
な
ど
）、
ま
た
工
廠
の
な
か
で
も
工
場
に
よ
っ
て
退
避
の
判 

 

断
が
異
な
る
こ
と
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
の
で
、
一
概
に
は
言
え
な
い
。 

（
５
）
基
本
的
に
日
誌
は
そ
の
日
の
う
ち
に
記
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
夜
間
の 

空
襲
に
つ
い
て
は
そ
の
翌
日
に
記
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
八
月
六 

日
の
頁
の
特
記
事
項
に｢

見
習
科
卒
業｣

と
記
述
が
あ
る
が
、
卒
業
を
八
月
六
日 

と
し
た
こ
と
を
知
ら
さ
れ
る
の
は
一
三
日
の
こ
と
で
あ
る
の
で
、
一
三
日
以
降 

に
六
日
の
頁
に
追
記
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。 
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